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私たちが思う「九産」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・県立高校不合格となり、本校の

特進へ入学。 

・2年生進級時にスーパー特進へ。 

・学業奨学生も 3 年生進級時に

B(半額給付)から A(全額給付)へ。 

・1 年生の担任の先生や出会った

先生に多くのアドバイスを受け、

志望校が 1年生の時に決まる。 

中学 3年生の時に参加したオープンスクールの時に「先生方が熱心で、親

身になって教えてくれる」と聞いていましたが、九産の先生方は思っていた

以上に熱心で、尊敬できる先生ばかりでした。私は家で勉強ができるタイプ

ではなかったので、ほぼ毎日学校が閉まるまで残って勉強をしていました。

第一志望は 2 年生の秋までＤ判定でしたが、2 年生最後の模試ではＢ判定を

とることができ、3 年生になってからはＡ判定が出るぐらい力を伸ばすこと

ができました。 

入学当初は中学校とははるかに違う勉強量で、放課後も遅くまで授業があ

ることに不満を口にすることもありましたが、自分たち以上に頑張って下さ

る先生方や周りの友達に刺激されて頑張ることができました。私は九産で出

会った先生方と友達が大好きで、想像以上に濃い 3年間を過ごすことができ

ました。九産に来て本当によかったと思います。 

私が九産に来てよかったと思うことは数えきれないぐらいたくさんあります。 

毎日朝も放課後も補習や講座があり、勉強量が多くて大変なこともありました

が、とても元気で明るいクラスで過ごすことができて毎日がとても楽しかったで

す。一生大切にしたいと思える友達と出会えたことや、たくさんの素敵な先生に出

会えたことは一生の財産です。また、友達との思い出で印象に残っていることは毎

日の昼休みです。勉強や部活で忙しい中、クラスのみんなと時間を過ごした昼休み

はとても楽しかったです。勉強で辛い時も昼休みのたわいのない話をすることで気

持ちを切り替えることができました。 

私は一人で勉強できないタイプだったので入試が近づくにつれ、友達と休日も学

校に来て勉強をしていました。ちなみに、センター試験直前の元旦も学校に来まし

た(笑)。勉強ができる環境が整っていたのも大きな魅力だったと思っています。 

九産の先生方は授業から普段の会話まで面白く、いつも楽しくて一人一人のこと

に親身になって考えて下さる先生方ばかりでした。私は九産に来て本当によかった

と思うし、かけがえのないたくさんの思い出ができた 3年間でした。 

先生方の熱心な姿が大きな刺激に 
スーパー特進クラス 福田陽菜(大原中) 

九州大学 医学部 保健学科 入学 
 

一生大切にしたい先生や友達に出会えたことが財産 
特進クラス 古藤天音(立石中) 
       長崎大学 教育学部 学校教育教員養成課程 入学 

 

九州産業高校の３年間を振り返って 
 

この春、九州産業高校を卒業した生徒に高校生活を振り返ってもらいました。 

この３年間で学んだことを次のステージで生かし、活躍する姿がこれからも楽しみです。 

・入学した時に、3年間勉強ばかりの生活

を選ぶよりも、何か新しいことにも挑戦し

たいと思い、吹奏楽部に入部。中学校では

バレーボールをしていたので、吹奏楽に関

しては初心者だった。それでも人一倍練習

に集中して取り組み、2年生の時には九州

大会の出場メンバーにも選出された。 

・将来の夢は小学校の教師。小学生に英語

の楽しさを教え、国際社会で活躍する子ど

もを育てていきたいという夢を持つ。 

福田陽菜の成績推移 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



九産の先生方はひとりひとりに親切かつ丁寧に指導してくれる

先生方ばかりで、私の進路を決める上でも真剣に相談にのってく

れる生徒思いの先生ばかりだったとはっきりと言えます。特進ク

ラスは入学当初から少人数でやっていくクラスなので、3 年間を

通してほとんど同じ仲間で過ごしました。そのため、クラスの仲

間とも自然と仲が良くなり、それぞれの目標に向かってとても勉

強しやすい環境だったと思います。入試が近づき、気持ちの面で

すごく苦しかった時もありましたが、みんなと励まし合うことで、

私は辛い時期も乗り越えることができました。このクラスじゃな

かったら私は勉強を諦めていたかもしれません。それぐらいかけ

がえのない仲間に出会えて本当に幸せです。このクラスと仲間に

出会えて、九産に来て、本当によかったと心から思っています。 

部活で出会った仲間と過ごす時間や高校で出会ったラグビ

ーが本当に楽しくて、人生で初めて一つのことに本気になる

ことができたと思っています。部活の大会の関係で勉強だけ

に集中できる時期が短く、正直焦りもありましたが、最後の最

後まで背中を押して励まし続けてくれた担任の先生や教科担

当の先生方の熱いサポートもあり、第一志望に合格すること

ができました。 

九産の 3年間は、常に何かに対して全力でした。勉強にも部

活にも本気で打ち込むことができたのは間違いなく九産に来

たからだと思います。自分の本気に本気で応えてくれる先生

方から学んだこといかして、次のステージでも頑張ります。 

 

九産は魅力溢れる素敵な学校だと思います。多くの仲間が普

段は部活や課外活動に力を注ぐ傍ら、試験前となれば周りの友

達と協力しながら勉強していきます。試験前になると教科担当

の先生方が放課後に教室へ来てくれて、試験範囲の復習など一

人一人丁寧に教えてくれました。分からないところを分からな

いままにしない先生方の姿勢は、福岡県内有数の大規模校であ

りながら、一人一人に目を向ける素晴らしい指導でした。 

私は 3 年間で本当に多くの経験を積むことができました。部

活動や生徒会活動で経験したことは、九産に来たからできたこ

とだと思います。九産の先生方は何にチャレンジしようとして

も、的確で素晴らしいアドバイスをくれ、背中を押してくれる方

ばかりです。また、何か悩み事があればそれにすぐに気づいてく

れて、親身になって話を聞いてくれる先生ばかりだと思います。 

私は九産に通えて心からよかったと感じています。最高の思

い出と他では得ることのできない財産ができた 3年間でした。 

私は志望していた日本たばこ産業株式会社に内定を頂きました。 

私は九産に入学をして本当に良かったと思っています。なぜなら、

思っていた以上のたくさんの資格取得ができ、志望した大手企業へ

の内定、そしてたくさんの友達にも恵まれ、充実した高校生活を送

ることができたからです。 

私が第 2 種電気工事士をはじめとする数多くの資格を取得し、大

手企業に内定を頂けたのは、決して私自身の力ではなく、たくさん

の先生の熱心な指導や友達・両親の協力の賜物です。卒業してから

も本校の卒業生として恥ずかしくないよう努力し、社会に貢献して

いきたいです。 

みんなと励まし合い、最後まで頑張れた 
特進クラス 江藤 菫(三輪中) 
       西南学院大学 外国語学部 外国語学科 入学 

 

最後の最後まで背中を押してくれた先生方の熱意に感謝 
準特進クラス 白髭 洸輝(学業院中) 
       福岡大学 経済学部 経済学科 入学 

 

他では得ることのできない財産ができた 
進学クラス 大谷 志織(学業院中) 
  福岡女学院大学 人間関係学部 子ども発達学科 入学 

 

次の目標は、社会に貢献すること 
機械科 中島 健留(警固中) 
           日本たばこ産業株式会社 入社 

 

・女子ソフトボール部に所属し、捕手

兼投手。打順は主に 3 番で活躍。副

キャプテンも務めた。 

・佐賀大学経済学部経営学科合格、西

南学院大学人間科学部児童教育学科

にも合格。 

・夢は英語を使った国際関係の仕事

に就くこと。 

・高校で初めてラグビーに挑戦。鎖骨

を 3 度骨折するものの、センターの

レギュラーとして活躍した。 

・高校ラグビーを最後まで続けたの

で、本格的に受験モードに切り替わ

ったのは高校 3 年生の 10 月から。

教科担当の受験校に向けた効率良い

教科指導で志望校の合格を果たす。 

・男子ソフトボール部のマネージャー

を務め、インターハイ 2 年連続出場。

また、2年連続で国体の福岡県選抜のマ

ネージャーも務める。 

・1～3年生まで生徒会役員として書記

や体育部長も務め、高校生活最後の体

育祭では約600名をまとめる副ブロッ

ク長を務める。 

・幼いころから続けるミュージカルも

継続し、在学中は数々の舞台にも出演。 

・第2種電気工事士をはじめ、

3年間で 17 の国家資格・検定

を取得。 

・卒業時には機械科を代表す

る生徒に贈られる「産業教育

振興中央会会長賞」を受賞。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



数字で見る九産 
 

国公立大学合格現役率 

 

一人ひとりを大切に、親身になって教育活動を行う本校。 
各分野で高い実績を誇っています。各分野の魅力を数字でご紹介します。 

私立大学合格現役率 

 

国公立大学合格者数 

 

私立大学合格者数 

 

オープンスクール参加者数 

 

志願者数 

 

学校満足度 

 

機械科就職内定率 

 

95% 

※大学校含む 

 

昨年は 96%で、現役合格を目指す進路指
導を行っています。毎年非常に高い合格現
役率になっています。 

※四年制大学のみ 

 96% 
昨年は 93%で、国公立大学の合格現役率
と共に、毎年非常に高い合格現役率を誇り
ます。 

※大学校含む 

 

スーパー特進、特進を中心に、多くの国公
立大学の合格者を輩出。一人ひとりへの細
かな教科指導が今年も実を結びました。 

110名 

※四年制大学のみ 

 

過去最多 

945名 
準特進、進学も着実に進路実績を伸ばして
います。近年は進学から有名私大に合格す
る生徒も増加中です。 

過去最多 

3554 名 
オープンスクールには毎年多くの来校者
が訪れます。特に、昨年は初めて保護者参
加者数が 1000 名を超えました。 

2000 名以上 

10 年連続 

多くの受験生が本校を受験し、最近は専願
入試で入学する割合が上昇しています。 
※専願入試入学者割合 52%(H30)→56%(H31)→58%(R2) 

6 年連続 

100％ 
昨年の求人数は 1743 件で、機械科の就職
希望者一人あたりの求人倍率は 27 倍。徹
底した就職指導で内定率は 100%です。 

今年 3月に実施した卒
業前学校アンケートで
本校の 3年間に満足し
た(＝感じた)生徒が
94％を占めました。保
護者に関しても 93%
で非常に高い満足度と
なっています。 

発行 広報部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


